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日本における幻のMed-Peds
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　米国でトランジション（health care transition）をアプローチする方法として「Six Core 
Elements of Health Care TransitionTM」（移行期医療に関する主要6要素）がある．そのなかに
3つのパッケージがあるが，担う医師として小児科医や内科医のほかに，家庭医，内科小児科医

（Med-Peds Physician）が明示されているのを見たときに，感動して体が震えたのを覚えている．
私は，卒後臨床研修の後期研修（現在の専攻医）で亀田総合病院で内科小児科複合プログラムに
所属し，米国と同様のMed-Peds Physicianを目指した．その後，飯塚頴田家庭医療プログラ
ムでは家庭医療専攻医の指導医としても携わり，実臨床でも教育の現場でも成人移行支援を目
の当たりにしてきた．その経験を活かし，現在はクリニックで患者に関わりつつ，地域全体とし
ての体制づくりに奔走する日々だが，少しずつ理解者が増えているのを実感している．欲を言う
ならば，成人期医療を担う医療体制が，医療依存度のある若年成人にも利用しやすいものにな
ると移行期医療はさらに進むと考えており，本特集がその一助になればと願っている．
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